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お
、
競
漁
殺
以
外
的
人
は
、
協
定
一
な
い
G

③
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テ
レ
ビ
と
的
組
雌
慨
は
、
綴
れ
て
見
る
い
事
務
局
智
〈
制
~
5
3
1
2
e

い
ま
す
。
申
し
込
ん
で
〈
だ
惑
い
。
な
お
、
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種
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で
?
の
で
街
制
刊
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な
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ま
す
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-
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菟
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仁
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二
く
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五
仁
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仁
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設
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m
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議

ま

で
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議

議

す

る

ガ
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〈
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一
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、
即
時
融
問
セ
ン
タ
ー
・
市
民
議
窓
口
・
ー
斗
!
?
j
h
j
4
l
l
l
r
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お
中
広
部
川
・
叫
日
後
連
絡
所
で
健
康
苧
相
棋
を

O
一0

0

税
指
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
緩
鈴
等
ぞ
鋭
機
感
e
綴

を
仲
村
っ
て
い
る
や
刀
川
内
係
総
セ
ン
タ
ー

を
泊
料
m
m
ナ
る
と
き
は
め
ず
縫
康
手
緩
を

袖
付
帯
し
て
く
だ
さ
い

a

つ
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志
野
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夢
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幼
党
内
三
捕
時
(
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揖
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滋
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骨
子
叫
問
機

制
慨
を
止
の
医
療
機
織
で
加
問
判
明
じ
行
い
ま

4
司
地
時
耕
輔
暗
中
級

柏
保
健
所

柏
保
健
滋
で
は
、
次
的
…
制
緩
走
行
っ

て
い
ま
す
。
m
闘
い
会
わ
せ
お
よ
び
串
し

込
み
は
係
銭
前
ま
で

@
鎌
嚇
闘
相
続

苧
患
の
動
き
や
終
協
外
科
約
な
心
総

(
肌
肱
間
関
節
制
杭
悶
や
斜
線
)
の
あ
る
お
子

き
ん
の
抑
制
奪
行
い
ま
す
。

V
問
問
時

6
同
月
間
M
g
(
水
)
受
付
午
後
E

時
か
ら
2
時

マ
持
ち
物
努
子
総
燃
や
総

予防接種を行う芭療機関 (OFP)4
2
2
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h
d

句

t
7
s
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凋
号
外
H
V

今
'
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n
u
r
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、ei

@
心
臓
疾
患
掴
品
約
療
世
間
欄
餓

心
臓
病
を
心
総
草
れ
る
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
的
方
は
、
去
の
ど
お
り
相
出
簡
を

料
引
い
ま
す
。

守
口
同
時

6
月
四
日
{
本
〉
受
付
午
後
1

時
か
ら
2
時

V
申
し
込
品
滋
訴
で
6
同
月
初
8
ま
で

V
内
務
総
叫
師
、
胸
部
X
錦
、
血
一
也
制
制

定
、
心
電
吋
端
、
診
察
お
よ
が
綴
織

縁
組
艇
に
協
H
A
S
た
い
と
い
う
方
じ
般
的
内
務
力
、
そ
の
他
シ
ン
ナ
i
.

禁
警
護
が
あ
り
ま
し
た
。
話
、
万
i
Z
雲
行
問
題
、
そ
れ

「
州
内
か
患
い
こ
と
を
し
た
予
が
、
紋
か
ら
露
畿
の
返
れ
.
学
制
劇
的
綴
れ
な

り
締
ま
り
ゐ
丸
奈
川
る
山
閉
じ
だ
件
付
ど
」
ど
、
ご
両
絞
め
い
制
緩
総
務
に
な
り
隣

家
挺
紛
然
災
川
町
ト
』

v

淡
舎
は
か
つ
て
お
り

蹴
蒸
れ
い
泌
総
し
た
約
九
重
呈
「
診
白
隠
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K
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ま
す
の
で
、
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配
な
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抱

宮

内

諾

克

〓

り

〈

お

訟

で

く

だ

さ

い
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で
噛
地
位
刊
し
た
り
す
る
総
開
時
一
予
告
相
談
縫
い
は
、
刃
向
略

よ
う
な
こ
と
は
絶
対
う
臼
料
品
例
宝
こ
か
義
州
臨
時
ま
ぞ
の

あ

り

ま

せ

ん

e
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午
地
削
刊
時
か
ら
午
後

数
段
、
子
供
向
制
問
題
で
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で
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4
時
ま
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け
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ま
す
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緊
草
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に
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っ
て
い
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事
ま
さ
V
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い
合
わ
せ
免
奏
家
議
内

ま
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滅
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ら
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熱
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受
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れ
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踏
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磁
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熔
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。
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に
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V
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鋭
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縦
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葉
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わ
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僚
人
本
位
か
ら
致
党
本
位
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滋
帯
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会
‘
ど
の
よ
う
な
糊
位
で
登
級
す
る
滋
帯
巡
動
や
巡
品
弔
問
掛
川
附
中
的
政
治
治

験
談
脈
問
争
開
制
絞
め
滋
撃
は
選
挙
げ
拡
が
か
は
.
各
絞
殺
に
径
さ
れ
て
い
ま
す
る
齢
期
は
す
べ
て
絞
殺
が
い
行
い
、
怯
偶
者
割

広
く
‘
有
機
教
に
は
餓
術
品
制
緩
択
が
臨
時
投
世
帯
期
総
ぷ
徐
絞
殺
の
翁
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ま
た
は
人
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よ
る
選
挙
波
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あ
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縦
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す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
c

無

効

一

一

一

一

。

…

…

…

一

一

中
心
と
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ま
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仲
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会
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る
滋
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事
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笠
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に
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…
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葉
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仁
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滋
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か
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数
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け
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ご
と
に
候
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者
一
日
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一
葦
一
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一
一
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生
一
道
一

一怒一

i
一
一
臨
時
数
一
量
一
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桝
た
し
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い
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ま
た
体
激
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i
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猿
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挙
ま
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議
際
線
隠
幾
選
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に
表
ー
を
審
開
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し
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c
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措
置
柵
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勧
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け
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B
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C
党
が
候
補
者
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金
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、
最
近
の
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下
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滋
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4
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し
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。
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と
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簿
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滋
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縦
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叱
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簿
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と
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滋
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滋
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る
み
で
活
路

ι交
流
考
叫
引
っ
て
い
い
て

γ
レ
ゼ
ン
卜
し
た
り
、
ミ
ニ
文
化
事
い
‘
っ
く
し
野
地
区
の
綴
治
会
は

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
‘
祭
な
ど
を
保
し
た
り
し
て
い
ま
。
中
堅
議
が
強
〈
由
討
議
後
的
緩
ま
り

発
足
以
来
続
け
て
い
る
パ
ス
旅
行
法
筏
や
制
曲
学
な
ど
自
治
会
議
絞
め
泌
例
会
主
尭
に
3
、
4
度
あ
り
ま
す
。

な
か
な
か
れ
貯
療
の
よ
う
で
す
a

崎
迭
の
め
批
判
淡
的
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

一

鋭

的

隊

出

陣

も

一

行

う

て

い

き

犬

い

の

で

↑
森
林
公
織
や
幾
忽
け
い
谷
な
ど
に
行
き

ζ

円
よ
3
ない
H
率
苦
行
っ
て
い
る
た

-

j

i

-

-

そ
グ
た
め
に
は
久
市
ザ
家
山
地
区
町

一
ま
し
た
が
、
謀
総
も
警
守
い
ま
す
な
め
か
新
し
い
段
、
っ
く
お
に
も
だ
み
な
さ
ん
号
、
議
ど
主
主

一

真

右

主

主

を

あ

げ

芸

い

ま

ιだ
ん
在
住
民
の
き
ず
な
と
い

t
J
Z々
の
ご
霊
を
い
!
い
て
ま

…
す
。
鈴
棋
慨
は
予
作
り
の
タ
ル
み
ζ
し
6

か

で

き

て

き

た

と

思

い

山

吋

…

も

と

考

え

て

い

ま

す

回

一
殺
と
リ
ヤ
カ

i
に
策
せ
た
山
同
車
1
台

G

数
知
加
は
お
淡
り
ぐ
・

一

r

{

由
輔
拘
網
漁
換
機
川
誕
治
さ
ん
困
問
)

一
各
径
の
後
財
制
作
刷
も
絡
を
議
え
ま
す
。
演
を
交
き
な
か
叩
た
め
で
す
が
、

ζ

的
一

一

マ

発

足

問

削

初

防

郎

Q
d
例
月
九
潟
時
3
2

~
潟
は
叩
t
s

田
万
m
門
ほ
ど
か
か
り
ま
す
が
、
ろ
は
、
街
中
知
り
合
い
ど
ら
け
と
な
}

一

e

n

v

品位繁一

…
こ
れ
に
は
、
市
的
資
滋
化
事
議
に
ょ

、，.
、国びあ

置竪F轄のかからない潟

挙&災滋するため、験

機険金隠!&帯iが車党総会

れ、わが舗で初めて的

主主務代表制が場入され

ること tこなりました。

6丹26S家財苦手議さの苦手

継続通常連差棋会‘ら遜窓

会れます。

昨今津塑塑華むに

6月28日韓の参議鵠挙から適用

こ
の
楽
し
さ
分
か
ち
合
い
た
い

?
イ
ム
・

7
イ
ム
、
オ
ク
ラ
ホ
そ
れ
ぞ
れ
の
剛
氏
誌
に
合
わ
骨
、
持
拡
M

概
念
的
発
足
は
3
年
様
。

γ句、々
サ

i
i
i運
動
会
な
ど
で
や
か
い
い
、
時
に
優
雅
に
、
そ
し
て
い
つ
統
校
、
会
践
は
努
女
却
名

よ
く
腕
っ
た
も
の
だ
悠
フ

?
2ク
で
も
築
制
捌
あ
ふ
都
れ
ず
に
。
こ
の
不
能
酎
だ
を
額
え
る
a

線
総
日
時
は

ず
ン
ス
ク
う
ず
の
み
な
事
ん
は
品
，
と
2
.
3
品
開
も
開
削
れ
ば
汗
ば
ん
で
く
る
毎
月
第

z、
稼
3
本
線
設

で
も
そ
の
難
し
dc
を
味
わ
っ
て
い
ほ
ど
ど
a

主
第
2
.
第
4
土
曜
円
u.

る
、
い
わ
ば
ぷ
十
せ
者
た
ち
e

ゆ

ぷ

~

〈

公

C
A
町
民
議
が
あ
り
ま
す
勿
午
後
6
時
却
分
か
ら
8
時

総
削
制
金
絡
に
織
が
流
れ
る
@
ど
な
か
に
は
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
曲
目
仰
分
誌
で
。
官
慌
に
行
フ
め

の
お
側
酬
も
サ
ッ
と
線
急
だ
す
*
ラ
も
あ
り
、
察
官
僚
ふ
芸
ケ
的
効
止
は
、
努
後
葉
が
も
勺
と

テ
ン
、
口
シ
ア
‘
パ
ル
冷
シ

aet-
に
も
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
い
と
白
河
増
え
て
ほ
し
い
か
ら
と
か

a

山
時
草
ん
。
溶
い
岡
引
か
ら
ず
っ
と
や
り
れ
ん
税
収
4
名
と
は
少
々
さ
V

い
と
副
総
q

て
い
た
が
チ
ャ
ン
ス
に
慈
ま
し
い
匂

れ
な
か
っ
た
止
の
こ
・
r
司

会

的

然

動

と

し

て

は

、

対
し
て
、
ぷ
〆
ン
ス
は
淡
で
凝
る
も
初
心
者
講
駕
品
品
、
ク
リ
ス

ん
じ
ゃ
な
い
わ
よ
」
と
融
制
裁
菩
ん
。
食

7
ス
パ

i
テ
ィ
な
ど
の
一
行

総
に
災
い
簡
が
こ
だ
ま
す
る
ぬ
い
い
吋
J

W

慨も。

ン
V
い
だ
そ
つ
だ
e

コ
ン
ピ
と
い
え
ば
広
〈
会
附
内
務
終
中
。

夫
婦
会
問
民
的
位
協
生
怒
ん
、

N
R
殉
さ
ん
、

V
問
い
合
わ
せ
灘

そ
し
て
綾
子
会
史
的
桜
島
君
ん
。
四
1
8
7
0
4

楽しい仲湾傘

革

a
c
z
T
を
と
れ
ば
一
向
提
出
疲
れ
も
ふ
き

左
び
ま
す
と
ク
ラ
ブ
部
み
主
事
ん

緩

尊重
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岡

崎

に

織

り

〈

仕

籍

制

協

竹

紺

亡
き
母
に
よ
〈
紋
し
セ
ル
肉
食
性
に
会
ひ
し
ば
し
見

送

る

動

隊

総

叫

尽

く

淡

町

貯

口

ニ

う

す
ら
り
か
な
絞
れ
を
見
れ
ば
せ
り
つ
み
て
縫
び
し
友

い

あ

が

た

し

と

一

息

ム

減

刑

制

制

校

鬼
い
粒
均
約
締
慨
し
善
絞
れ
を
綴
に
来
り
脅
き
日
め
な
か

一

一

国

滋

び

ぬ

公

手

牢

蹴

閉

ま
H

続
問
聞
の
無
人
の
回
軌
拾
わ
れ
H
V

と
り
ホ

i
ム
の
か
た

へ

に

中

臨

終

れ

み

て

総

本

急

よ

炉二
1
ギ
ャ
一
ア
に
酬
明
日
て
来
て
し
哲
が
み
議
出
略
的
府
間

ぞ

口

に

た

ヴ

ね

倫

相

り

ぬ

出

口

総



子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
教
東

市
内
出
会
場
で

市
内
の
品
川
崎
祉
関
.
保
W
付
制
槻
や
小
中
学
子
ど
も
た
ち
は
大
彩
が
会
ぬ
い
ぐ
る
み

校
で
、
淡
点
、
内
淀
川
嶋
貸
金
数
議
が
院
か
に
合
わ
せ
て
火
事
な
副
知
で
ζ
ワ
ン
(
右
)

れ
て
い
ま
す
ゅ
的
問
中
戦
、
山
削
内
に
伝
説
的

d

機

ツ

i
(お
~
ス
リ

I
(右
)
ゴ

1
」
左
立
し

そ
立
て
た
桜
従
滋
銘
で
、
正
し
い
や
打
、
い
椛
滅
的
盆
存
在
純
削
刊
し
て
い
ま
し
た
。

焼
酎
の
仕
方
ゃ
，

V
転
車
約
飛
リ
心
々
を
滋

出
棺
す
る
こ
的
決
泌
7
k
b
中
川
教
室
は
、
各
学

絞
め
求
め
に
吃
じ
て
、
小
市
対
生
活
制
品
交

泌
を
会
同
開
の
殺
到
が
お
除
し
て
問
問
似
し

て
い
る
も
の
q
4
H円
れ
お
の
災
係
子
中

を
皮
切
。
に
、

7
Hけ
6
註
的
事
免
小
ま

で
同
会
場
で
M
U

討
出
削
に
わ
た
っ
て
一
口
わ

れ
て
い
ま
す
む

チ
ど
も
た
ち
日
終
に
人
気
が
あ
る
の

が
.
ピ
設
ン
コ
(
っ
さ
ぎ
)
と
ゴ
ン
タ

{
〈
ま
)
の
ぬ
い

f
る
み
‘
そ
れ
苧
れ

よ
い
お
手
本
と
惑
い
お
手
本
を
が
す
と

事務613;ラ

1
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2
1
f
、1
i
J
r
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2
1
1
'
E
l
i
s
-
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1
1
1
/
、1
1
1
j
1
1
1
t
/
、2
1
2
f
f

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

d
講
座
・
講
演
・
見
学
会

ι

)

、
な
お
ョ
議
機
ぞ
判
明
介
さ
れ
る
本
は
、
官
マ
瞳
掛
師
戦
本
紙
時
的
苦
ん

子

ど

る

必

霊

結

ぶ

も

の

意

義

一

言

ぞ

い

た

仁

手

。

ミ

し

ば

ら

子

供

会

一

た

の

し

紅

一

一

校

穏

に

一

帯

問

い

合

わ

せ

開

設

語

表

譲

V
後
援
市
教
育
委
塁
、
事
ど
も

逗
漆
議
浅
川
し
続
本
新
略
的
民
主
窓
口
れ
れ
れ
は

Y

芸

管

内

務

事

1
随

員

総

一

驚

少

年

鴎

題

一

一

…

高

い

会

主

社

会

教

室

一
弘
義
詰
認
時
三
十
体
ほ
い
性

P
2議
と
は
?

綴

星

決

薬

品

7
2司
事

支

問

泌

を

唱

え

る

時

、

そ

の

…

P
T
A民
一

…

〈

浅

草

ま

警

と

警

察

立

量

し

さ

に

殺

を

係

め

て

い

…

入

門

一

)

講

-

座

一

い
ず
れ
も
午
前
倒
防
時
か
ら
統
キ
ま
で
る
人
は
舎
な
く
な
い
と
総
い
ま
ず
。

L
f
i
f
t
i
-
-ー

l
i
l
i
-
-
L

V
場
所
湖
北
会
泌
総
セ
ン
タ
ー
か
し
、
荷
台
部
的
幻
人
関
係
を
合
め
た

P
T
A筑
剣
山
い
つ
い
て
‘
議
践
例
を

V
鎌
続
問
滋
紀
子
さ
ん
(
お
は
な
し
金
治
捌
刷
機
い
い
制
問
問
叫
か
あ
る
こ
と
は
明
ら
も
と
に
や
さ
し
く
具
体
的
に
宇
野
す
る

ぷ

〈

ろ

、

表

的

会

々

災

)

か

で

し

ょ

う

匂

P
T
A入
聞
け
講
座
を
問
問
議
し
ま
す
む

V
募
集
人
員
曲
名
〈
山
地
前
都
市
制
名
数
円
寺
盛
は
、
子
ど
も
た
ち
め
獄
後
な
生
マ
日
時

8
H片
山
口
U

門
金
)
ネ
ル
制
日
時
か

綿
織
k
な
り
ま
す
ω

)

込
滋
域
で
あ
る
術
部
総
と
地
域
に
焦
点
を
ら
午
後
4
・
締
ま
で

湾
地
繍
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
、
制
点
制
君
、
子
ど
も
が
受
経
や
地
域
に
仰
を

V
内
線
地
帯
午
前
開
講
演
「
0
6
T
A
L
C

の
3
的
6

我
綿
一
4
9

市
災
総
務
求
め
て
い
る
か
、
ま
た
家
緩
や
地
域
貯
は
船
内
か
」

l
P
T
A活
動
的
中
か
ら

問削
)
3
0
5
5ま
で
例
が
で
き
る
か
を
与
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
々
お
て
る
ニ
と
b

生
器
る
ニ
と
砂
を
品
ず

い
。
申
し
込
み
を

V
日
時

G
丹
波
m
m
(
日
)
今
後
Z
時
か
，
山
j
e
議
餅
・
附
中
海
藻
子
一
わ
い
ふ
樹

ハ
方
キ
で
滋
知
ら
3
時
ま

r

務
総
・
会
P
研
全
員
)

守
会
場
湖
北
令
官
泳
小
小
校
体
滞
緩
$
午
後
分
科
会

m
w
Jマ
級
・
敬
称
」

、動、叩びあ(5)ぬ 郎、ふ 1

九
、
地
ね
さ
ん
の
パ
ワ

ー
は
十
分
。
会
以
内

J
H
4
Hた
ち
の
ま
ち
を
魯
れ
い
に
し
仲
山
さ
ん
は
、
寸
寒
い
と
事
や
終
い
と
き

ょ
う
市
と
湖
北
ム
H
o
o
-
9
・
mγ
践
は
や
め
る
よ
う
い
い
と
約
!
て
い
る
ん
で

に
住
む
お
部
繰
り
で
絞
殺
す
る
主
人
す
が
‘
み
ん
な
か
ま
わ
ず
、
存
ん
で
や

ク
ラ
ブ
「
は
く
と
フ
会
弘
会
一
段
・
仲
っ
て
い
ま
す
u

日
F
H
nめ
れ
治
会
絞
め

出
品
夫
さ
ん
)
で
は
色
鮮
n
l
M同
、
断
り
な
ん
か
、
本
忠
一
一
門
戸
塾
れ
い
に
な
り

会
的
活
動
と
し
て
、
地
域
め
務
化
緩
ま
し
た
よ
い
と
約
し
て
い
ま
し
た
内

一
対
ラ
ね
は
く
と
う
会
が
議
捧
活
動

自
分
た
ち
の
ま
ち
脅
設
れ
い
に

運
動
会
シ
ー
ズ
ン
到
来
?

早
く
も
一
小
、
我
捺
子
中
で
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(
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市
内
小
山
町
一
学
校
の
上

γ

ツ
b
w
m

切
ン
て
、
柄
引
一
ι

小
学
校
で
運
動

会
が
ハ
れ
わ
れ
ま
L
r
z
…
小
で
は
今
H
け

か
ら
件
以
一
泡
拡
必
1
事
が
齢
制
ま
り
、
。

η

苔
津
干
潟
で
シ
ギ
・
サ
ギ
を
観
察

パ
i
ド
ウ
ィ
ー
ク
に
市
民
探
烏
合

い
つ
は
い
ま
で
か
か
る
ニ
と
か
ら
、
こ

め
時
刻
い
総
り

i
げ
て
実
施
し
ど
も
の

で
、
校
長
町
中
村
先
生
は
、
寸
析
す
年
に

な
勺
て
す
ぐ
な
の
で
、
か
え
り
て
後
字

め
学
校
守
的
に
ま
と
ま
り
が
で
る
の
で

は
:
…
と
ぶ
し
て
い
ま
す

一
々
、
官
山

H
に
は
も

7
Hけ
か
ら
念

閉
め
伎
会
社
叫
日
常
工
事
い
か
始
ま
る
校
目
的
「

中
で
も
、

H
i
々
と
組
制
会
合
実
絡
し
ま

し
た尚

H
と
も
ベ
い
慨
に
泡
ま
れ
曾

H
U引し

は
六
迂
合
同
品
わ
せ
る
は
ど
そ
れ
で
も

時
折
、
話
わ
や
か
な
壌
が
吹
き
ぬ
け
、

品
川
曜
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第613号

qfヨ18浪芸王 権人口 108.491人く十3.7総人〉
〈買事前年総〉 量管 54.36告人 1;1; 54.122.人

*を控孝軽量主 32.571被告普(+1必然を禁事嘗)・7整役所本庁 85-1111 ・島市民会館 84-3311 
，っくし聖子支所 84一夜以 也市災軽量嘗隊 84-竹10
骨湖北台:!I:露首 88 偽28.r間際築費島潮時分舘 87-3055
帯湖北支持持 88-2111 嘗つっと理主 88-0123 
骨幸容佐究所 8寺山2358 .奪事務量生議事務員暗号5ー刊71
申教事寄祭典会 85…十151 骨中央公来館 俊一0515
事本滋潟 84-011守 轍身体縫型軽袋綴祉センター 88-0141
骨滋 防 署i 84-0刊号 唱量生活環境懇{浄化繍) 87-~2379 
骨事士会教育憲章 85-1511 ゴミ)187-∞15，(L銀)88-2547
暢時喜多色量量さん軍駐 85-2481 事事長量産センタ- 87-1131 

自由盟問 [語2鑓我孫ま投欝誌の集し'1
1>8絡 6防総尽く日〉午後2筏 1I

ら5華寺

診をき害事 61'ヨ3B(金〕から58(;日i ...場所 ;主泉寺(走事it紛争12)

をまでの移籍者9H苦かそう午後59幸 砂内軍事 盗塁塁警は妻尊重量時代iニ総事長

く号事韓露英語襲撃、無差薮 100人1こさ語;t毛主 事事絞め隠墓で、善幸鎮の愈3;1:.1主役Jfo

練習えで筆記干告しを安望書〉 dニrrn盆径!と詰まつわる緩薬草i誌貴重量な

...請書街 中央公主主童宮il¥…)[， 事華料cc宅誌に手署名で準。これら唱を

炉問い合きつt主蕊絡惜83-1民46 εtl意見!こ静竜王室研究しをます。

(文化淫鐙我孫子霊望月会〉 ...t茸車種 雲霊鰻IEIラ〈漢を主題誌〉

験唱書加費電 豪華車道代2∞F弓

者"串しil;.;，診連絡先 61'事19B訟で

検88寺 61'事4B(ごt)，5Eヨ(Eヨ〉 兵霊嚢借82~7211 警護滋宮84-1路50

午言語99寄から午後務総 主義筋肉こ伝わる自主齢、室主言語、伝統

砂割庫高野 市主需要量菌露大会議言葉 ま:主主等ガあり慈しだらお紛らせく

，炉開い合おt主 総本官82~2495 i:!.さし'.

(B"ド警務Fl童話会我孫子交主宰〉 〈主主E嘉子の文化攻守る会〉

l思欝無料遺言布i 国盟国自
制区において先着繍!と守人3 「登録家鍵泰役員募集i

主主ぐらい'c約加004'毛主総布しぎす。

。我孫ミ子書室哲E ひとり暮らしゃ量産だきり殺人、

1>89事 61'寺128(悶〉午後守草寺 隊著書のある万の喜警のまわりの主宣言言

砂議員時 中央公主主豊富前 者世守る霊童委譲語字』経連事仕弱者聖書事壊し'"

砂絡し、会ねを Ij¥EEJlI柑82寸559 す。

〈文化滋塁塁我議ミデ数百巨漢重量〉 b受f霊 61'苦1Eヨズまら8日までtと

@買事1む地量産 議後書撃へ霊量殺望書とき言葉〈ライカ緩

..8事警 6Fl12Eヨ〈モヨ〉午後1B幸 2枚〉をj脊参してくだ言きい。

，快調車E青 溺~~事長袴霊童〈繁華提寺〉 b纂聾軍人熊 毛幸子お

検問い合Ot空 言語悶官官8-1290 砂申し込み貴徳 roe母iこ層住でする

〈文化運事監査主主孫子翁花会〉 女般の15で5月1Eヨ漢を40綴米潟

|生涯教育議座j23?で酬明繍腕前

..8誇 * 61'苦15臼〈若く)r人罪事(J) ・'問いおおせ 主義被護霊

??ZZして笠きられるかー 議溺イドヘルH-糠 j
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...童話主主繊の r<らしの地図J 字転車遣

の万1話、工主義頭線lぷてあ分けしてい

きます。(予言草寺、 守8B3∞F号〉

修軽量い合わ管 工左翼議選撃

藤露襲五重歪関
次院とおり、我孫予約主主主還さE

持率望号対策総量葺重量の喜UI立総会を障害程撃
し"，<;r.

易問時 61'ヨ4Eヨ〈土〉午後2罪事

努事蕗添 市総会書室主意2重控室読議室

砂程華しミ会心t主 我孫芽Fち務工会

告君2.3131 運重工塁悪

験対象者 機内'C，屋係広告尊重量を童話

もうとニ官t<)~富および燃!こ営んでい

る君事で畿習会長事ア議等撃を設事撃して

い主主い宮室。

少盟尾習包雲寺 7Fl20BC水〕・21B

〈本〉のとF高Dl0B幸かをう午後4隠さまで

砂書庫総会話量 千議事誕祭重量会豊富え二子

葉市強要議11-7~1の

，惨事障聖書費筒 テキスト代3ぽIOF号

傍受t:tfすけ 6尾fきをヨ〈問〉から20

日〈局nまでに広告主物滋霊童会聖苦言諮問伊

込議〈たて5倒、ょこヰ倒そうか月

以F号機豊臣の害事重軽そ港対)C5警護手

費史料2300fIl(書籍!w.入量謀総〉な添えてお

砂申し込み・罪事い合わせ ニf~襲撃翼

務筋線都市整普害総T260-9H主義ro

待機護llH 宮0472-23~3617

i 労'~勝機まきなんでも翁談繋l
..8章者 6月25Eヨ〈よ3午後T草寺1.'1

sヰ草寺"'-('

..話題所ごF築中央コミュニティセ

ンタ-6興事自2総書雪警護
..費湾綴草司

惨問い合わt主 守二重躍中央王室像機務

困露関臨罷盟問
i怒露会盟各鹿島ブッシュマンi

f可もしなけりゃ人綴不幸録。欲を

家 7月13B(若()r ).簡の蒋草案 roE号iこさ理事電線著書惹のおか鰍医}各 おすから3能主主法大i混乱匂文明も繁

一生舎の特線、能力と本鐙徳霊童… 住んであり務守。 いとばして大ヒヅト/

..8害濁 午前何時から午後3隠 ro'Cl品、その方々 のま宅金書量普車線 市ttI草壁 ニカウ、カボ、タょに

く午官自総畿、午後デイスカッシEン〉するために、外泌すると工務1;::1;1き 定監雷 ジャミー・ 7 イス

影議員野 市民話量重罪祭4・5重宝霊菱重 量路うガイドへ)[，1¥ー鯵j震後劉7て *上映符燃 109分

砂著書11J賓 1綴J500C号 いきます砲事発重量簿書著書のヱヨiこ翠毒事宅配 惨を3草寺 6ft4おはニ}午後3時

炉問い合わ役お沢ftaq~2守 61 き;苦おの万で、普害関鈎〈矧之主義警護 砂入尊重革連 500問{全告良野苦}

毒事事宅問也4~1417 ヨ) Iこ余浴のあるおを害事事義し....Eま<;r. 砂Z主催 教務幾重童会

..締め窃り 6Fl15fヨ伐()
閣議纂髄罷翻臨 時時 間関
..8跨 6 1'警守OB(~設)12事者お分

参総書荷 重韓教育会総本一)[，重量

的t:þ"，4~3~1Ü)

[璽醒撃墜烹:::1:/そ!記
害義22s重量重要事然続・童話奇襲符重量作文

歩内容 廷を草壁彰式※葵しいふるささ つンワ }[，の{事鐙を喜善意義します。診

とづ〈り際護請書契堅実感くあき缶ごuノ 砂募集磁器事 6月30B雰で

ジ…〉総務演 索機ぜニ蛍育〈害軽主誌 惨fF!i者 ①喜重量書〈臣事室主保需要・襲名護望

大学事実話菱総額治郎氏子爆J)J<J繰 J 査手数C関係あるもの)~Eヨおま童

の蓄量治〈第総数芥111寅作綾部草葺き雲 惨罪悪い合わt主 主主孫子総便局

子氏 自 82-，1251

..吏様 車器提庁、手議

炉問い合わt主 要課酒器i発言寄豊富喜撃

器0472-23-4847

終止されでも著書1JIl'C君主主主9.

[開き空襲A経理整墾i
山形祭出燃の15ご道義豪語くi:!.de'.

炉問い合わを 吉正日惜82~2812
ひろがもっ添市E主主主豊富

ぬ83.6.1 (6) 

鋼彊垣|薗圏
<>務総芸霊祭議会と力ウントo

"F事8 6問診をヨく包〉爾3既定幸'1上
惨線合宿封書長時 午義喜Q事者

惨問い念寺?t主選J.iJ器82-1>521

。霊草E草子ロータソークラヅ織がら

学者王つなぐ織の会ヘテシト1雪量の

署害賠ガありさました。

。普島勝機敏〈中意義)t才ら翁授のだ

撞塑接型電劃 trT四 50勾閣があ開

砂き罷f苦主龍罪毒 61'ヨ138く潟〉ガら15 .包本問符鉄道室東京:tt銭重量管震慰

霊3(泣く〉誌で 軍主主軍予車Rt震からチャリティ旅行

動・霊式霊喪8 71'ヨ27B(水〉、2日3Eヨ〈斗今、 の政喜童話主5万 400FCJtf福主上幾重韓の

81'寺9B(火〉、初日(7)く〉 だめ!こと霊寄付さきれまし応。

沙問い合わ士重 要望社会童話線議家庭 争主主'fJ(，織〔本草喜〉から喜導体結審議

違憲俗世472-23お22 福祉なンターlこソフ3フーベッドo
l 輔があ悼し段。

ボランティpの会i。ダスキン々フテイザーピス議

毒語ま控例会 6Fl3B(金〉午高言IOB寺

絞ら芝草花t金約渓センタ で

@餓務総議会 61'寺228(水〉

@点字望書強会 61'ヨ24B(重量〉キ商8

10草寺から商工会室警で

。宅I'Ilo勉強会 密遷月襲撃臼午後1

草寺から議誌をきあ民センターで

@望務走査議事t主主E聖書 6河15B(説く〉

@撃事湾総事仕活動 6月21おくうえ〉

炉問い合お主主 主士会議後主務総会

E84-1鈴寺

(吾うぶのだおi
..8事事 61'寺6Eヨ〈臼〉字書草質調嘩30
分小鴻;jて…ト需主集合一

砂罪重い君主ねtt ひとつ品、のだね

自 84-4705

議血のお知らせj
b白書菩 61'ヨ6日(8)字詰D1問事者か

ら午後ヰ絡をまで

砂華麗員時 我孫子ダずエ一員自

望調.t島氏関臨む
..;t:健 室主主草子ライオンズクラブ

〈下ケp)からチャリティ…の奴

益重量17ヨ53l泊四ガ害事絞め芝め!とと

重言対されをましだ。

ゆ詫びと訂正j
05月符殺を警広報サ簡の善三喜雲母、

rEヨ夏草lllJの手重量ヰ;波紋良区‘李総
jj~7Jく孝義主畠J は rE[浅草Eにある守二重重

要義務総沼玄地紋話連区盆ミF警護Il，7J(機
若襲J の譲りでした。

05F!1ωさき広報2僚の合唱幾重登

flll~義務委輩記事中、襲撃山台コーラス

æ滋絡茂tr84~J と通話去るのは

F叙ーお35J(f)言葉りでした。

難廃係畿の滋獄iこ多大主主ご迷真読者ま

ガl:t慈しとこと者をあ総びするとと

も1;::釘託い犯し畿管a

171< I~捕鯨糊哨穏談窓生駒側

矧 h1::諮諜t需妥協守…∞

33金

ふ 4土i噌醐問主会建立川油

ν マア骨盤誤認民主
c 12:(詰

. ，0 

'0 

9:00-15:00 
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